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巻頭言 

「わからなさ」の現代 

―学習支援センターの意義― 
 

学習支援センター長 芳賀 満 

 

「草⽊国⼟悉皆成仏」の考えにのっとり有情の存在のみならず⼼をもたない草⽊なども 悉
ことごと

く

皆が成仏するのであるならば、コロナ・ウィルスも成仏するのではないか、と東北⼤学の佐藤弘夫

先⽣（『⽉刊住職』2021.7, pp.112-117.）は述べる。私の個⼈的感情としてはウィルスなどは地獄に⾏って「く

たばっちまえ、アーメン♫」（Sugar、「ウエディング・ベル」、1981 年）とは思う。 

しかしそもそも、物事⼀般全てが我々の「制御下」（”under control”、安倍晋三⾸相東京オリンピック誘致演

説、2013 年 9 ⽉ 7 ⽇、ブエノス・アイレス）にあり、従って我々の意志と暦に従うべきだとするのが、最近の

若い世代のヒトの傲慢不遜な考えである。最近とは我々のほぼ全員が⽣業としての狩猟採集を捨て

て農業（特に種⼦繁殖）を開始した頃である。それは 600 万年前から始まったヒトの系統樹のうち

での 1 万年前であるから、ヒトの歴史全体の直近 0.16％ほどのことである。そもそもヒトは、利器

である⽯器を作り出した 330 万年前頃からいよいよ勝⼿に⾃然界から独⽴して⽂明界を創造しはじ

め、今やそこにのみ⽣きる反⾃然的な存在だ。⾃然という「神」あるいは創造者から進化の権能を取

り上げ、未来の決定権は⾃⼰の⼿に握っていると⾃負している。そんなホモ・サピエンスだけが今

や単独で地球表⾯を覆う。永らく同⾛していた他のホモ達は既に滅亡して久しい。 

そのホモ・サピエンスの傲慢を、コロナ・ウィルスは⾃然界の代表として嗤いに来たのであろ

う。且つその敵であるウィルスが宿り進化するのが我々の⾁体内であり、その敵の拡散は我々同⼀

種のホモによる地球規模の国際的な⽂明のおかげである、という⽪⾁に我々は翻弄され続けている。 

このような再びの「想定外」の⼤災害であるコロナ・ウィルス禍への現実的対応策を講じ、また

コロナ後の⼈間の在り⽅を広く深く考えるのが現⼈類の喫緊の課題であるとき、そのためにこそ⽂
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明界にあるのが⼤学であり、そこでの教育と研究が⼈類の今後を決める。この意味で⼤学こそ⽂明

の象徴ではあり、たしかにそれは暦に⽀配され、時間割、シラバス、単位取得などの計画性に満ちた

仕組みである。しかし⼀⽅で、⽂学部などにおけるように⼤学は「夏炉冬扇」を許すだけでなく、ど

こか野蛮で「想定外」をも包容するおもしろい場だ。まことに⽂明は贅沢にも「制御下」と「想定

外」の両⽅を今後必要とする。（そのためにも⼤学はもっと野蛮であるべきだ。） 

⾼校での勉強は効率的だが受動的であるとき、⼤学での学修・研究は効率は悪いかもしれないが

主体的・⾃律的である。その上さらに⼤学は、⽂明的に「制御」されつつも、必ず「想定外」を奔放

に夢想するべきである。それをコロナ禍から我々はあらためて学んだ。主体的・⾃律的な⼤学での

学修・研究は、⼈間が主体的に勝⼿に⾃律と想定しているだけであり、実は⾃然によって覆され凌

駕されることをも⼤いにあることを豊かに想像しなければならない。 

そのようなコロナ禍とは「わからなさ」だ。コロナ・ウィルスの来歴も変異の⾏⽅も鵺のように

正体がわからなく、したがって我々はほんの少し先の未来もわからない。このように世界がいろい

ろと転換してゆく中で、よく判らないながらも⼤学も必死で変⾰し、学習⽀援センターでの学修も

変わってゆくしかない。そんなとき、そもそも⼤学で学ぶとは何であろう、特に東北⼤学で学ぶと

は何であろうか。コロナ禍ゆえに⼤学で様々な活動がいまだに制限されているとき、SLA たちは東

北⼤学の「先輩」として「共に考える」存在として、まさに「わからなさ」の共有により少しずつ未

来を切り拓いて⾏ってくれている（括弧内の⽤語は SLA 活動に関わるキーワード）。それがひとつの答えではな

いだろうか。 

⼤学は総⼒を挙げて万全に計画・準備・実⾏する。しかし⼀⽅で⽂明界の⼈知が及ばない領分が、

学問対象と実世界には厳としてあることも想定し覚悟する。そのような東北⼤学での教育と研究を、

専⾨分野は勿論、ライティング、語学、企画などの⾯からも⽀えようと学習⽀援センターと SLA た

ちは奮闘努⼒している。本書はその今年度の報告である。ご⼀読いただければ幸いである。 
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での新入生歓迎企画イベント「かんがえる Café」を計 6 回開催し，延べ 24 名の参加があった。 

⑥⑥学学習習情情報報のの発発信信おおよよびび広広報報活活動動  
2021 年度の学部新入生に配布予定の『SLA SUPPORT GUIDE BOOK 2021』を作成した。この冊子では，学

習支援センターの利用案内や，大学で学ぶ上で役立つヒント等を紹介している。新たに，留学生向けの『SLA 
SUPPORT GUIDE BOOK 2021 for international students』を，オンラインガイドブックとして作成した。 

 
２．学習支援の組織開発および支援者育成システムの開発・実践 

2020 年度は，例年は対面で実施してきた SLA 研修の大半をオンラインで実施した。全ての SLA を対象として，

各セメスターの始期に活動説明会，終期に全体リフレクション会や活動報告会を開催した。これらの活動により期

間を通した SLA サポート活動の目標の共有と，その目標に対する成果・課題のふりかえりを行った。セメスター中

には SLA の担当分野別に「部会」（担当別研修会）を実施し，担当科目等に関する学習支援の課題の共有と対応の

検討等を行った。その他にも，セメスター末には全 SLA に対してアンケートやヒアリングを実施した。そのデータ

や日頃の教職員による観察から得た情報に基づいて課題を抽出し，個別課題に応じた育成方針をセンター教職員で

検討し，全体課題の精査を行った。理系科目担当 SLA には，3 月に北海道大学と，学習支援に従事する学生スタッ

フの合同研修をオンラインで実施した（詳細は後述）。 
SLA 共通研修としては，次の 2 つの研修を行った。第 1 回は 9 月 30 日に開催し，CPD 戸村理先生より「大学・

高等教育の発展・変化と大学という場について考える」，GLC 渡部留美先生からは「東北大学における留学生の現

状と留学生ヘルプデスクの取組」という題目で，SLA に講義していただいた。第 2 は，講師を関西国際大学の伊藤

創先生（日本語教育・言語学）に依頼し，日本語学習支援をテーマとした研修会「留学生が間違えやすい日本語と

学習支援」を 4 回開催した。講義の内容は収録し，オンデマンド教材として 2021 年度以降も活用予定である。 
 
３．情報還元による正課カリキュラムの改善・充実への貢献 

学務審議会において半期ごとのセンターの利用状況・活動報告を行った。また，正課カリキュラムと学習支援セ

ンターでの活動を有機的に連携させるため，TGL プログラム「グローバルゼミ」に対して，レポートの書き方につ

いての出前授業 1 コマ（90 分）を実施した（センター教員が担当，前期 4 クラス，後期 2 クラス）。今年度は，事

前課題としてオンデマンド教材を作成・提供し，内容をより一層充実させることができた。その他，化学について

は，SLA 窓口の利用実態（相談内容や件数等）を，個人情報に配慮した上で科目委員会にフィードバックした。 
 
４．正課カリキュラム外における学生の自主的な学習支援の支援・促進 

学生の学習意欲の向上や教養への興味喚起，正課カリキュラム外での学習活動推進を図るため，SLA による学習

支援活動を中心に様々な学習企画や学習支援活動を実施した。今年度はほとんどがオンラインでの実施となった。

哲学カフェ「かんがえるソファ」は，平日（曜日は不定）の 16:30～18:00 を中心に，各回 90 分，オンライン

（Zoom 利用）にて定期開催した。前期は想定を超える多くの参加申込があったため，後期は 1 回あたりの定員を

8 名にして実施した。年間で 23 回開催し，合計で延べ 173 名の参加があった。今年度の特徴としては，大学院生

や留学生の参加等，参加者が多様化した点が挙げられる。 
 

５．学内外における学習支援ネットワークの構築 
学内では，機構内（他の業務センター）に所属する教員の協力を得て SLA 共通研修を実施することができた。ま

た，留学生等への学習支援に関する情報交換や広報等において，グローバルラーニングセンターとの効果的な連携

を継続できた。学外との学習支援ネットワークとしては，昨年度に引き続き，3 月 22 日に北海道大学との合同研修

を実施した。今年度はオンライン実施とし， SLA6 名，北海道大学 TA6 名が参加した。理系科目支援に関する

SLA と北海道大学 TA との情報共有や意見交換および交流を図った。  
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◆◆2020 年度事業内容・成果

１．スチューデント・ラーニング・アドバイザー（SLA）制度の運用を基盤とした学習支援の開発 
・実施

SLA Student Learning Adviser）とは，本学学生による学生のための学習支援スタッフである。学部生の授業時

間外の教科学修や英語学習，留学生の日本語学習，及び学際的なテーマに関する協同学習実践への支援を行う。

2020 年度の SLA 数は前期 36 名，後期は 41 名であった。うち当該年度中に新規採用した SLA は計 19 名である。 
この SLA による学習支援は，①理系科目の学習支援，②ライティング支援，③英会話，④日本語会話学習支

援，⑤学習イベント企画，⑥学習情報発信・広報活動という 6 つに大きく分けられる。2020 年度は，新型コロナウ

ィルス感染拡大により従前のような対面での支援ができなくなった。そのため，Web 会議システムと G Suite for 
Education を活用した SLA サポート窓口支援の実装を図った。多くの相談がオンラインで実施された事や，それに

付随して事前予約制となり，相談時間が固定化し予約枠数に制限が生じた点が，昨年度以前とは異なる。（ゆえ

に，昨年度以前の利用者数等との公正な比較ができなくなっている。）

2020 年度の全体の利用者数は延べ 1,467 名，1 活動日あたりの利用者数は 10.6 名であった。 
①①理理系系科科目目

急遽 4 月中に，理系科目支援のためのオンラインシステムを構築した。Google Meet や Jamboard を組み合

わせ，利用者の問題状況や計算過程を共有しながら，オンラインでの学習支援が可能となった。BCP レベルが

2 以上であった前期と 1 月以降はオンラインのみ，10-12 月の期間はオンラインと M 棟での対面相談を併用し

た。2020 年度の利用者数は延べ 460 名，実数では 160 名であった。昨年度までの単純比較はできないが，利用

件数では半減する結果となった。その理由としては，1）4 月の新入生オリエンテーションの中止やオンライン

化により，1 年生への広報が十分に機能しなかった点，2）事前予約制やオンラインへの移行により，利用の心

理的な敷居が高くなった点，3）理系科目の授業における内容・方法面の変化（オンライン授業により教員や

TA に質問しやすくなった等）の影響等が考えられる。

②②ラライイテティィンンググ支支援援

年間を通してオンライン支援のみで活動した。ライティング支援の 2020 年度の窓口利用者は，延べ 89 名，実

数で 34 名であった。留学生による日本語チェックを中心とした利用が多数を占めた。留学生利用者数は延べ 66
名だった。昨年度と比べると，国内学生（学部 1～2 年生）の利用が大きく減少した。

また，例年実施してきたアカデミックスキルセミナー「レポート指南書入門ゼミ」（全 6 回）については，こ

れまで対面のみで実施してきたため急なオンライン化に対応できず，実施を見送った。

③③英英会会話話（（主主にに国国内内学学生生対対象象））

前年度までは「英会話カフェ」（ワークショップ）を中心に活動していたが，オンライン化により，「1on1」（個

別対応）中心の形に移行させた。2020 年度の英会話支援の利用者数は延べ 435 名，実数 129 名だった。延べ数

では概ね昨年度と同水準，実数では昨年度より 3 割超の増加となった。オンライン化により，高年次学生や大学

院生（留学生含む）等，川内キャンパス以外に通う学生の利用が増加した。

④④日日本本語語会会話話（（留留学学生生対対象象））

日本語会話支援担当の SLA を増員（前期 4 名，後期 6 名）し，体制強化を図った。新型コロナウィルス感染拡

大の影響によるオンライン化により，前年度までのカフェ形式（複数人の参加者で実施）から，1on1 形式に変

更した。2020 年度の日本語支援の利用者数は延べ 289 名，実数 111 名だった。感染拡大防止措置により日本に

入国できなていない留学生からの利用もあった。

⑤⑤学学習習イイベベンントト企企画画

オンライン化により，例年ほどの多様なイベントの実施ができなかった。その一方で，哲学カフェ「かんがえ

るソファ」では，オンラインでの定期開催（年間で 23 回開催）により，例年よりも参加者数（申込数）が大き

く増加した（延べ参加者数 173 名）。関連イベントとしては，学部 1 年生を対象として，4 月後半にオンライン 

◆2020年度事業内容・成果
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での新入生歓迎企画イベント「かんがえる Café」を計 6 回開催し，延べ 24 名の参加があった。 

⑥⑥学学習習情情報報のの発発信信おおよよびび広広報報活活動動  
2021 年度の学部新入生に配布予定の『SLA SUPPORT GUIDE BOOK 2021』を作成した。この冊子では，学

習支援センターの利用案内や，大学で学ぶ上で役立つヒント等を紹介している。新たに，留学生向けの『SLA 
SUPPORT GUIDE BOOK 2021 for international students』を，オンラインガイドブックとして作成した。 

 
２．学習支援の組織開発および支援者育成システムの開発・実践 

2020 年度は，例年は対面で実施してきた SLA 研修の大半をオンラインで実施した。全ての SLA を対象として，

各セメスターの始期に活動説明会，終期に全体リフレクション会や活動報告会を開催した。これらの活動により期

間を通した SLA サポート活動の目標の共有と，その目標に対する成果・課題のふりかえりを行った。セメスター中

には SLA の担当分野別に「部会」（担当別研修会）を実施し，担当科目等に関する学習支援の課題の共有と対応の

検討等を行った。その他にも，セメスター末には全 SLA に対してアンケートやヒアリングを実施した。そのデータ

や日頃の教職員による観察から得た情報に基づいて課題を抽出し，個別課題に応じた育成方針をセンター教職員で

検討し，全体課題の精査を行った。理系科目担当 SLA には，3 月に北海道大学と，学習支援に従事する学生スタッ

フの合同研修をオンラインで実施した（詳細は後述）。 
SLA 共通研修としては，次の 2 つの研修を行った。第 1 回は 9 月 30 日に開催し，CPD 戸村理先生より「大学・

高等教育の発展・変化と大学という場について考える」，GLC 渡部留美先生からは「東北大学における留学生の現

状と留学生ヘルプデスクの取組」という題目で，SLA に講義していただいた。第 2 は，講師を関西国際大学の伊藤

創先生（日本語教育・言語学）に依頼し，日本語学習支援をテーマとした研修会「留学生が間違えやすい日本語と

学習支援」を 4 回開催した。講義の内容は収録し，オンデマンド教材として 2021 年度以降も活用予定である。 
 
３．情報還元による正課カリキュラムの改善・充実への貢献 

学務審議会において半期ごとのセンターの利用状況・活動報告を行った。また，正課カリキュラムと学習支援セ

ンターでの活動を有機的に連携させるため，TGL プログラム「グローバルゼミ」に対して，レポートの書き方につ

いての出前授業 1 コマ（90 分）を実施した（センター教員が担当，前期 4 クラス，後期 2 クラス）。今年度は，事

前課題としてオンデマンド教材を作成・提供し，内容をより一層充実させることができた。その他，化学について

は，SLA 窓口の利用実態（相談内容や件数等）を，個人情報に配慮した上で科目委員会にフィードバックした。 
 
４．正課カリキュラム外における学生の自主的な学習支援の支援・促進 

学生の学習意欲の向上や教養への興味喚起，正課カリキュラム外での学習活動推進を図るため，SLA による学習

支援活動を中心に様々な学習企画や学習支援活動を実施した。今年度はほとんどがオンラインでの実施となった。

哲学カフェ「かんがえるソファ」は，平日（曜日は不定）の 16:30～18:00 を中心に，各回 90 分，オンライン

（Zoom 利用）にて定期開催した。前期は想定を超える多くの参加申込があったため，後期は 1 回あたりの定員を

8 名にして実施した。年間で 23 回開催し，合計で延べ 173 名の参加があった。今年度の特徴としては，大学院生

や留学生の参加等，参加者が多様化した点が挙げられる。 
 

５．学内外における学習支援ネットワークの構築 
学内では，機構内（他の業務センター）に所属する教員の協力を得て SLA 共通研修を実施することができた。ま

た，留学生等への学習支援に関する情報交換や広報等において，グローバルラーニングセンターとの効果的な連携

を継続できた。学外との学習支援ネットワークとしては，昨年度に引き続き，3 月 22 日に北海道大学との合同研修

を実施した。今年度はオンライン実施とし， SLA6 名，北海道大学 TA6 名が参加した。理系科目支援に関する

SLA と北海道大学 TA との情報共有や意見交換および交流を図った。  

4 

◆◆2020 年度事業内容・成果

１．スチューデント・ラーニング・アドバイザー（SLA）制度の運用を基盤とした学習支援の開発 
・実施

SLA Student Learning Adviser）とは，本学学生による学生のための学習支援スタッフである。学部生の授業時

間外の教科学修や英語学習，留学生の日本語学習，及び学際的なテーマに関する協同学習実践への支援を行う。

2020 年度の SLA 数は前期 36 名，後期は 41 名であった。うち当該年度中に新規採用した SLA は計 19 名である。 
この SLA による学習支援は，①理系科目の学習支援，②ライティング支援，③英会話，④日本語会話学習支

援，⑤学習イベント企画，⑥学習情報発信・広報活動という 6 つに大きく分けられる。2020 年度は，新型コロナウ

ィルス感染拡大により従前のような対面での支援ができなくなった。そのため，Web 会議システムと G Suite for 
Education を活用した SLA サポート窓口支援の実装を図った。多くの相談がオンラインで実施された事や，それに

付随して事前予約制となり，相談時間が固定化し予約枠数に制限が生じた点が，昨年度以前とは異なる。（ゆえ

に，昨年度以前の利用者数等との公正な比較ができなくなっている。）

2020 年度の全体の利用者数は延べ 1,467 名，1 活動日あたりの利用者数は 10.6 名であった。 
①①理理系系科科目目

急遽 4 月中に，理系科目支援のためのオンラインシステムを構築した。Google Meet や Jamboard を組み合

わせ，利用者の問題状況や計算過程を共有しながら，オンラインでの学習支援が可能となった。BCP レベルが

2 以上であった前期と 1 月以降はオンラインのみ，10-12 月の期間はオンラインと M 棟での対面相談を併用し

た。2020 年度の利用者数は延べ 460 名，実数では 160 名であった。昨年度までの単純比較はできないが，利用

件数では半減する結果となった。その理由としては，1）4 月の新入生オリエンテーションの中止やオンライン

化により，1 年生への広報が十分に機能しなかった点，2）事前予約制やオンラインへの移行により，利用の心

理的な敷居が高くなった点，3）理系科目の授業における内容・方法面の変化（オンライン授業により教員や

TA に質問しやすくなった等）の影響等が考えられる。

②②ラライイテティィンンググ支支援援

年間を通してオンライン支援のみで活動した。ライティング支援の 2020 年度の窓口利用者は，延べ 89 名，実

数で 34 名であった。留学生による日本語チェックを中心とした利用が多数を占めた。留学生利用者数は延べ 66
名だった。昨年度と比べると，国内学生（学部 1～2 年生）の利用が大きく減少した。

また，例年実施してきたアカデミックスキルセミナー「レポート指南書入門ゼミ」（全 6 回）については，こ

れまで対面のみで実施してきたため急なオンライン化に対応できず，実施を見送った。

③③英英会会話話（（主主にに国国内内学学生生対対象象））

前年度までは「英会話カフェ」（ワークショップ）を中心に活動していたが，オンライン化により，「1on1」（個

別対応）中心の形に移行させた。2020 年度の英会話支援の利用者数は延べ 435 名，実数 129 名だった。延べ数

では概ね昨年度と同水準，実数では昨年度より 3 割超の増加となった。オンライン化により，高年次学生や大学

院生（留学生含む）等，川内キャンパス以外に通う学生の利用が増加した。

④④日日本本語語会会話話（（留留学学生生対対象象））

日本語会話支援担当の SLA を増員（前期 4 名，後期 6 名）し，体制強化を図った。新型コロナウィルス感染拡

大の影響によるオンライン化により，前年度までのカフェ形式（複数人の参加者で実施）から，1on1 形式に変

更した。2020 年度の日本語支援の利用者数は延べ 289 名，実数 111 名だった。感染拡大防止措置により日本に

入国できなていない留学生からの利用もあった。

⑤⑤学学習習イイベベンントト企企画画

オンライン化により，例年ほどの多様なイベントの実施ができなかった。その一方で，哲学カフェ「かんがえ

るソファ」では，オンラインでの定期開催（年間で 23 回開催）により，例年よりも参加者数（申込数）が大き

く増加した（延べ参加者数 173 名）。関連イベントとしては，学部 1 年生を対象として，4 月後半にオンライン 
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（（３３））セセンンタターーススタタッッフフ構構成成（（2020 年年度度）） 
センター長 芳賀 満 高度教養教育・学生支援機構 教授，考古学 

副センター長 佐藤智子 同 准教授，生涯学習・社会教育 

センター員 縣 拓充 同 助教，教育心理学・認知科学・美術教育 

 中島啓貴 同 助教，数学・幾何学 

 堀越徳子 教育・学生支援部 教務課，事務補佐員 

SLA 前期 36 名，後期 41 名 （下表のとおり） 

 
2020 年度 SLA 一覧 

 担担当当 名前 所所属属 学学年年 活活動動開開始始 備備考考 
1 

物理 

髙根 大地 理 D3 2014 年前期～ シニア SLA 
2 赤池 瑞生 理 M2 2018 年後期～  
3 木下 豊 理 M1 2021 年前期～  
4 松井 理輝 理 B4 2019 年前期～  
5 狩生 宏喜 理 B4 2020 年前期～  
6 鈴木 善久 理 B4 2020 年前期～  
7 安田 陸人 理 B4 2020 年前期～  
8 中村 牧人 理 B4 2020 年後期～ 
9 中村 悠斗 工 B3 2020 年前期～ 

10 

数学 

吉澤 研介 理 D2 2019 年前期～  
11 渡辺 孝佳 理 D1 2018 年前期～  
12 森 祥仁 理 D1 2021 年前期～  
13 木村 藍貴 理 D1 2020 年前期～  
14 佐藤 俊 工 M1 2018 年前期～  
15 竹平 航平 理 M1 2019 年前期～  
16 松本 悠太 工 B4 2020 年後期～  
17 

化学 

三上 進一 理 D2 2017 年前期～ シニア SLA 
18 能沢 真由 理 M2 2019 年前期～  
19 中村 祐輝 工 M1 2018 年後期～  
20 千葉 湧太 理 B3 2020 年前期～  
21 三上 翠跳 理 B3 2020 年前期～  
22 

英語 

田村 惇 文 D1 2019 年後期～  
23 金 弋 工 M2 2019 年後期～  
24 韓 吉輝 工 M2 2018 年前期～  
25 田中 祥平 理 M2 2020 年前期～  
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１． センター概要 
 
 

 
学習支援センターは，2014 年度の高度教養教育・学生支援機構の発足に伴い設立された業務センター

の一つである。その前身となったのは，高等教育開発推進センターにおける「SLA サポート室」の活動

（2013 年度）であり，さらにはそれ以前の「全学教育学習支援プロジェクト―SLA（Student Learning 
Adviser）制度の実践―」（総長室付け，2010 年度～2012 年度）の活動が土台となっている。 

2019 年度 6 月，「学習支援センター運営要領」を一部改訂した。 
 

（（１１））理理念念・・使使命命 
学習支援センターの使命には，次の 3 点を掲げている。 
 

(1) 学生の主体的・自律的な学習を実践的に支援・促進し，研究大学で学ぶ学生が習得すべきコ

ンピテンシーを育成する。 
(2) 初年次教育や学習支援に関する国内外の動向を調査研究し，大学における学習支援の質的向

上に寄与する。 
(3) 教職員・学生の間に「学び合い」文化を醸成し，学習共同体（ラーニング・コミュニティ）

の形成に寄与する。 
 

学習支援センターの支援対象は主に学部生を対象とした全学教育（教養教育）である。特に 1・2 年

次学生にとっては，高校教育から大学教育への移行において「学びの転換」が課題となっており，その

転換を実践的に支援・促進するのが本センターの重要な役割の 1 つである。 
本センターの学習支援の特徴は，学習支援活動の主な担い手が「SLA（Student Learning Adviser）」と

呼ばれる学生スタッフであることにある。「学生による学生のための学習支援」の在り方を模索し，開

発していくことも本センターの使命の一つである。 
 
（（２２））事事業業 
学習支援センターが行う事業は，次の 4 点である。 
 

(1) スチューデント・ラーニング・アドバイザー（SLA, Student Learning Adviser）制度の運用を基

盤とした学習支援の開発・実施 
(2) 正課カリキュラムの改善・充実への貢献および全学教育に対する教育開発支援 
(3) 正課カリキュラム外における学生の自主的な学習の支援・促進 
(4) 学内外における学習支援ネットワークの構築 

 
本センターでは，高大接続の円滑化と大学教育での「学びの転換」，そして「単位制度の実質化」に

対応するため，大学初期段階での学びのスタートアップ支援を行う。研究大学における学習支援として

は「リメディアル教育」に資する支援を行うと同時に，学生が学修を深化させ，あるいはより幅広い学

習へと拡張していくための「レベルアップ」のための支援を開発・実施していく。 
 

 
 

1．センター概要
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（（３３））セセンンタターーススタタッッフフ構構成成（（2020 年年度度）） 
センター長 芳賀 満 高度教養教育・学生支援機構 教授，考古学 

副センター長 佐藤智子 同 准教授，生涯学習・社会教育 

センター員 縣 拓充 同 助教，教育心理学・認知科学・美術教育 

 中島啓貴 同 助教，数学・幾何学 

 堀越徳子 教育・学生支援部 教務課，事務補佐員 

SLA 前期 36 名，後期 41 名 （下表のとおり） 

 
2020 年度 SLA 一覧 

 担担当当 名前 所所属属 学学年年 活活動動開開始始 備備考考 
1 

物理 

髙根 大地 理 D3 2014 年前期～ シニア SLA 
2 赤池 瑞生 理 M2 2018 年後期～  
3 木下 豊 理 M1 2021 年前期～  
4 松井 理輝 理 B4 2019 年前期～  
5 狩生 宏喜 理 B4 2020 年前期～  
6 鈴木 善久 理 B4 2020 年前期～  
7 安田 陸人 理 B4 2020 年前期～  
8 中村 牧人 理 B4 2020 年後期～ 
9 中村 悠斗 工 B3 2020 年前期～ 

10 

数学 

吉澤 研介 理 D2 2019 年前期～  
11 渡辺 孝佳 理 D1 2018 年前期～  
12 森 祥仁 理 D1 2021 年前期～  
13 木村 藍貴 理 D1 2020 年前期～  
14 佐藤 俊 工 M1 2018 年前期～  
15 竹平 航平 理 M1 2019 年前期～  
16 松本 悠太 工 B4 2020 年後期～  
17 

化学 

三上 進一 理 D2 2017 年前期～ シニア SLA 
18 能沢 真由 理 M2 2019 年前期～  
19 中村 祐輝 工 M1 2018 年後期～  
20 千葉 湧太 理 B3 2020 年前期～  
21 三上 翠跳 理 B3 2020 年前期～  
22 

英語 

田村 惇 文 D1 2019 年後期～  
23 金 弋 工 M2 2019 年後期～  
24 韓 吉輝 工 M2 2018 年前期～  
25 田中 祥平 理 M2 2020 年前期～  
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本センターでは，高大接続の円滑化と大学教育での「学びの転換」，そして「単位制度の実質化」に
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26 水野 彩子 薬 M1 2018 年前期～  
27 千葉 絵理奈 工 M1 2019 年前期～  
28 森坂 太一 教 B4 2020 年後期～  
29 

ライティング 

中野 惟文 文 D3 2020 年後期～  
30 伊藤 愛莉 教 D2 2019 年前期～  
31 相原 貴次 文 D1 2019 年前期～  
32 服部祥英 工 M1 2020 年後期～  
33 

日本語 

鏡 耀子 文 D1 2018 年後期～  
34 松谷 凌雅 文 B4 2019 年前期～  
35 高山 翔園 経 B4 2019 年後期～  
36 野崎 舜介 理 B4 2020 年前期～  
37 江村 玲 文 B4 2020 年後期～  
38 小川 晴生 経 B4 2020 年後期～  
39 

企画 

西塚 孝平 教 D1 2018 年前期～  
40 飯田 司 理 B4 2019 年前期～  
41 坂本 瑞生 文 B4 2020 年前期～  
42 須田 華 工 B3 2020 年前期～ 
43 渡辺 楓 理 B3 2020 年前期～ 
44 高野 晴来 工 M1 2020 年後期～  
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とにより利用の敷居が高くなった、3)理系科目の授業における内容・方法面の変化が影響した、

などが推測される。 
 対面・オンラインの対応併用時は、約 8 割が対面での対応。 
 留学生に対する対応数の増加。 

● その他：SNS を用いた学習情報の発信活動を拡充。 
 講義党内でのポスター掲示による周知が難しかったため、Twitter を中心に SNS で学習情報を継

続的に発信。1 年生を中心にフォロワーも増加し、一定の反響があった。 
  

＜表 2. 2016～2020 年度 科目群別利用者のべ数比較 理系＞             
科目群(授業)名 2016 2017 2018 2019 2020 

物理 463 247 138 271 153 
数学 666 285 349 436 203 
化学 181 82 98 112 48 
自然科学総合実験 82 21 52 45 20 
数学物理学演習 359 155 90 136 30 

  
  
33））ラライイテティィンンググ支支援援：：留留学学生生ののラライイテティィンンググ利利用用のの定定着着  

● 個別対応型支援（窓口型） 
 昨年度は授業連携により利用者が急増したものの、受入の許容人数を超えて混乱したため、今年

度は授業連携を停止した。 
 前後期とも、留学生による日本語チェックを中心とした利用が多数を占めた。 

● 企画発信型支援（イベント型）「『レポート指南書』入門ゼミ」の不開催。 
 例年実施していた「入門ゼミ」を今年度は開催しなかった。（理由としては 2 点。コロナウィルス

感染拡大による影響への対応で余裕がなかった点と、今年度は基礎ゼミにおいて同内容を約 2400
名に及ぶ受講生に提供したため、別途の開催の必要性が薄れたことによる。） 

● 授業連携型支援：出前授業を実施。 
 前年度から引き続き、TGL プログラム「グローバルゼミ」に対して、レポートの書き方について

の出前授業 1 コマ（90 分）を実施（センター教員が担当、前期 4 クラス、後期 2 クラス）。今年

度は、事前課題としてオンデマンド教材も提供し、内容をより充実させることができた。 
 
 

＜表 4. 2016～2020 年度利用者のべ数変遷 ライティング＞ 
A. 個別対応型支援（窓口型）      B. 企画発信型支援（イベント型） 

 2016 2017 2018 2019 2020  2016 2017 2018 2019 2020 
前期（延べ） 34 68 31 146 42  40 84 262 202 - 
後期（延べ） 27 35 21 78 47  - 4 - 14 - 
合計（延べ） 61 103 52 224 89  40 88 262 216 - 
予約枠数 - - - - 175  - - - - - 

予約枠充足率 - - - - 50.9%  - - - - - 
合計（実数） 56 70 37 111 34  - - - - - 
開設コマ数 
／開催回数 

21 14 10 12 8  9 47 30 19 - 
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学学習習支支援援セセンンタターー（（SLA ササポポーートト））2020 年年度度活活動動報報告告  （（詳詳細細版版））  

 
１１．．2020 年年度度 SLA ササポポーートト事事業業重重点点目目標標ととそそのの成成果果  
①①WWeebb 会会議議シシスステテムムをを活活用用ししたた遠遠隔隔支支援援体体制制のの構構築築・・運運用用： 
Web 会議システムと G Suite for Education を活用した SLA サポート窓口支援の実装 
 →詳細は、IEHE 紀要（第 7 号）にて執筆。 
    ＊報告「学習支援センターにおけるオンライン学習支援システムの構築」 
②②オオンンラライインンにによよるる学学習習企企画画やや情情報報発発信信のの企企画画とと試試行行： 
哲学カフェ「かんがえるソファ」の定期開催．Twitter による学習情報発信（理系科目、英会話） 
英会話イベント（体験 Week、New Years Party、春の合同自主トレなど） 
③③オオンンデデママンンドド教教材材のの開開発発： 
今年度は、TGL プラグラム「グローバルゼミ」への出前授業における事前課題としてライティング教育教

材を作成。一般学生に公開するオンデマンド教材製作には至らず。  

 
 
２２．．2020 年年度度 SLA ササポポーートト利利用用状状況況・・活活動動報報告告  
 
11））22002200 年年度度 SSLLAA ササポポーートト利利用用数数  

【前期】全利用者数：延べ 687 人（1 活動日当たり 10.3 人）、SLA 数：36 人（新規 11 人） 
【後期】全利用者数：延べ 780 人（1 活動日当たり 10.8 人）、SLA 数：41 人（新規 8 人） 
【年間】全利用者数：延べ 1467 人（1 活動日当たり 10.6 人）  活動日数: 前期 67 日，後期 72 日 
 
22））理理系系科科目目支支援援：：オオンンラライインン化化にに伴伴いい、、活活動動形形態態がが変変更更。。ままたた、、大大幅幅なな利利用用減減  

● 実施形態 
 4 月中に、オンラインで理系科目支援を行うシステムを構築。 
 google meet や jamboard を組み合わせることで、利用者の問題状況や計算過程を共有しながら、

オンラインで学習支援を行うことを可能にした。 
 サポートのオンライン化に伴い、従来の drop in 方式から事前予約制に変更。 
 大学の BCP レベルが 2 以上であった前期、並びに 1 月以降は、オンラインのみで実施。10-12 月

の期間は、オンラインと M 棟での対面相談を併用。 
 

＜表 1. 2016～2020 年度利用者数等変遷 理系＞ 
 2016 2017 2018 2019 2020 

前期（延べ） 972 468 441 625 259 
後期（延べ） 762 332 288 386 201 
合計（延べ） 1,767 800 729 1,011 460 
予約枠数 - - - - 1275 

予約枠充足率 - - - - 36.1% 
合計（実数） 356 240 224 257 160 
開設コマ数 112 68 52 59 50 

 
● 利用傾向：  

 どの教科も、大幅に利用減。その背景には、1)4 月のオリエンテーションの中止やオンライン化に

より、1 年生に向けた例年の広報が機能しなかった、2)事前予約制・オンライン対応に移行したこ
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● 利用傾向 
 カフェ形式から 1om1 に切替えた上で、昨年度に比べてさらに利用者が増加。 

 利用者の大半は、中国の中国語圏出身者。 

 日本語レベルも多様で初級者利用もあるが、割合としては、N1 レベルが多数。 

 所属学部・研究科は多様。高いリピーター率。 

 
  
66））学学習習企企画画・・イイベベンントト：：学学習習イイベベンントトのの拡拡大大・・定定期期実実施施  

● SLA による企画・イベント 
 「「かかんんががええるる CCaaffee」」：学部 1 年生を対象に、4 月後半にオンラインで開催した新入生対象イベン

ト。60 分間のワークショップを 6 回実施。計 24 名の 1 年生の参加があった。後述の「かんがえ

るソファ」の新入生向けプレ企画だが、より気軽に雑談できるような雰囲気を重視して、「大学で

の学びのイメージは？」「何か不安なことはある？」というようなテーマで対話を行なった。 

 「「かかんんががええるるソソフファァ」」（イベント）：平日（曜日は不定）の 16:30～18:00 を中心に開催（各回 90

分）。普段「当たり前」だと思っているような何気ないことについて、学生同士で考え対話する企

画。2020 年度後期は 1 回あたりの定員を 8 名にして実施。 

 
＜表 6. 2018～2020 年度「かんがえるソファ」参加者数 企画＞ 

 2017 2018 2019 2020 
前期（延べ） - 27 10 92 
後期（延べ） - 68 122 81 
合計（延べ） 29 95 132 173 
開催回数 7 22 18 23 

  
  
77））利利用用学学生生のの声声：：高高いい満満足足度度、、対対話話ししななががらら学学ぶぶ機機会会のの重重要要性性  

● 利用満足度平均：96.9 （100 点満点／回答者数 839 名／イベントは除く） 
  
＜表 8 利用学生アンケート（一部）＞  

【理系】おかげで自分がわかっていなかった部分がわかりました。ありがとうございました。/  1

週間悩んでた問題が一瞬で解決しました。やっぱり誰かと協力して問題解決することは大切な

んだなと思いました。/私が理解できているかどうか確認するために説明の時間なども設けて

くれました。ありがとうございます。とても満足しました。 

【英会話】初めての利用でしたが、英語のアウトプットをするいい機会になりました。もっと早くこ

の制度に気づけばよかったです...！３０分があっという間でした。/  継続して毎日英語を勉

強し、それを実践する場として、効果的に使っていけるようしていきたいと思いました。 

【ライティング】初めてのレポート作成だったので、引用のミスや重複などが多かったのですが、丁

寧に教えて頂き有り難かったです。/  レポートに対する自信がなかったのですが、相談した

ことによって自分のアイデアに少し自信が持てました。アドバイスもいただけたのでこのまま

頑張ってみようと思います。 

【日本語】日本語の表現を教えたり、会話の中に出たおかしい表現も直してもらえたりをして、勉強

になりました！/  今年、コロナなのであまり日本人としゃべる機会が多くないです。このよ

うに貴重な日本語会話のチャンスをいただいて本当にありがとうございます。 
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44））英英会会話話支支援援：：オオンンラライインン化化にに伴伴いい、、利利用用者者のの多多様様化化 

● 実施形態  
 オンライン化に伴い、複数人参加型ではなく、1on1 の形式に特化して英会話支援 
 従来の drop in 方式に変わり、事前予約制にした。 
 新規利用者獲得・利用促進、および利用者同士の交流のため、不定期に複数人参加型のイベント

（「SLA 英会話体験 week」「SLA 英会話 New Year’s Party」「SLA 英会話 春の合同自主トレ」）

をオンラインで開催。8 回開催し、合計 60 名が参加。 
 休み期間中の継続を希望する声が多かったことから、2 月中に延長して実施。 

● 利用傾向 
 複数人参加型のカフェをほとんど実施しなかった影響で、利用者延べ数は減少したものの、利用

者実数は増加。 
 高いリピーター率。 
 オンライン化の影響で、川内キャンパス以外に通う学生の利用が増加。特に、4 年生や大学院生

の利用者が大幅増。 
 

＜表 3. 2016～2020 年度利用者のべ数変遷 英会話＞ 
 2016 2017 2018 2019 2020 
前期（延べ） 312 306 242 232 164 
後期（延べ） 206 180 247 217 271 
合計（延べ） 518 486 489 449 435 
予約枠数 - - - - 524 

予約枠充足率 - - - - 71.6% 
合計（実数） 130 110 73 91 129 
開設コマ数 44 30 18 18 18 

※ 2020 後期延数には「英会話体験 week」「New Year’s Party」「春の合同自主トレ」の 60 名が

加算されている．なお，2020 実数及び予約枠充足率には加算されていない． 
  
  
55))  留留学学生生向向けけ日日本本語語会会話話支支援援：：オオンンラライインンにによよるる 11oonn11 支支援援にに変変更更  

● 実施形態 オンライン化に伴い、1on1 形式に変更した。 

 日本語会話支援担当の SLA を、前期 4 名、後期は 6 名に増員し、体制強化。 

 新型コロナウィルス感染拡大の影響によるセッションのオンライン化により、前年度までのカフ

ェ形式から、1on1 形式に変更。 

 
＜表 5. 2018～2020 年度利用者数等変遷 日本語会話＞ 
 2018 2019 2020 

前期（延べ） 21 99 109 
後期（延べ） 34 144 180 
合計（延べ） 55 243 289 
予約枠数 - - 390 

予約枠充足率 - - 74.1% 
合計（実数） 20 50 111 

~2019: 開催回数 
2020: 開催コマ数/週 

30 57 10 
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その代替として急遽，オンラインでの学習支援を実施できる環境整備を進めてきた．本稿で

は，東北大学学習支援センターが構築した，リモートでの学習支援のシステムを紹介するとと

もに，その実施の中で明らかになった成果と課題について報告する． 
特に初年次学生にとっては，オンライン化によって SLA の活動の様子が周囲から見えにくくな

り，利用に対する心理的な敷居の高さとなった可能性が指摘できる．しかし，川内キャンパス

以外に所属する多くの高年次学生にとっては，オンラインによりアクセスが容易となり，利用

の増加に繋がった． 
 
 
② 西塚孝平・佐藤智子「学習支援としての哲学対話実践の可能性―哲学カフェ『かんがえ

るソファ』を事例に―」，『東北大学高度教養教育・学生支援機構紀要』第 7 号，pp.191-
204. 

 
 （要旨） 

 本稿は，東北大学学習支援センターで実践されている哲学カフェ「かんがえるソファ」を手

がかりに，学習支援の一環として実施される哲学対話の特質と意義を解明し，効果的なデザイ

ンを提案することを目的とする．前者では，哲学対話を専門的資本によってコミュニティを成

長させる場とみなしたうえで，参加者アンケートの分析を通じて，その特質を明らかにした．

そして，この特質を基に意義づけられた哲学対話実践は，大学生特有の「活動システム」の矛

盾を乗り越えていく拡張的学習として説明することができ，学習支援者は矛盾への自覚を参加

者に促し，矛盾の弁証を支援する担い手となることを指摘した．後者では，身近なテーマ，対

話に埋め込まれたアイスブレイク，共通と相違，抽象と具体を捉える対話の構造化，サブ・フ

ァシリテーターの配置による意見収集と要約，思考プロセスの型を想定しながらの円滑で丁寧

な進行，の 5 つを得た． 
 
 
③ 玉田優花子・伊藤愛莉・縣拓充「ライティング相談窓口利用者のレポート改善の傾向と

改善につながる支援方法―窓口利用前後のレポートの比較から―」，『東北大学高度教養

教育・学生支援機構紀要』第 7 号，pp.282-289. 
 
 （要旨） 

 本研究は，個別相談型のライティング支援窓口における支援内容に対する効果を検証し，よ

り効果的な支援方法を探るものである．具体的には，1）窓口では特にどのような点に着目した

支援が多いか，2）利用者はどのような指摘をよく反映させ，どのような点は反映させられない

傾向にあるか，3）どのような働きかけ時に利用者のレポートは改善されやすい・されにくいか，

という 3 つの点を検討した． 
 利用学生が相談窓口で支援を受けた時点のレポートと，最終的に提出されたレポートから，

支援内容および改善傾向について，量的・質的に分析した．その結果，特に頻繁に支援のなされ

ているカテゴリは，構成ならびに引用に関わるものであることや，引用に関わる指摘の改善度

は，相対的に低い傾向にあることが明らかになった．また効果的な支援方法として，修正すべ

きカテゴリを明確にして優先順位をつける，選択肢を複数提示する場合は対応中に方向性を決

定する，具体例を用いた説明と抽象的な説明の双方を行う，という 3 つが提案された． 
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【企画】様々な意見を聞けたので、自分の生活や考え方を見直すうえでとても参考になりました。普

段友人と会話する時は真面目に意見交換する、というわけにはいかないので、今回はとても良

い経験になりました。学び合うという活動を効果的にできたと思います。/  頭をフルに使っ

て自分の意見について深い議論ができたので、とても有意義で学びのある時間になりました！

/  留学生の方々と話せたことは良い機会でした！ 

 
 
88））SSLLAA 研研修修  

● 活動説明会・活動報告会の実施 
⬧ 前期（すべてオンライン開催） 

 4/16 新任 SLA 研修会 4/22 前期活動説明会 / 8/12 リフレクション会 
⬧ 後期 9/30 共通研修＆後期活動説明会（オンライン開催）10/1 新任 SLA 研修会（対面実施） 

 3/1 活動報告会（オンライン開催・予定） 
 

● SLA 共通研修（オンライン開催） 
⬧ 「留学生が間違えやすい日本語と学習支援」 

    ・講師：伊藤創先生（関西国際大学） 
    ・開催：計 4 回（12/22, 1/12, 1/26. 2/9） 各回 60 分（※実際には延長して 75~90 分程度実施） 
 
● 北海道大学ラーニングサポート室との合同研修 3 月 22 日（月）14:00～17:00 
⬧ 例年は東北大学（川内北キャンパス М棟）にて開催していたが、今年度は Zoom にて実施。オン

ラインでの理系科目の学習支援について、情報共有・意見交換を行う。 
❖ 参加：東北大 SLA（6 名）：物理２，数学２，化学２名／学部生４, Ｍ院生１, Ｄ院生１名 

   北大 TA（6 名）：物理１，数学３、化学２名／Ｍ院生２, Ｄ院生４名 
 
 
9））『『SLA SUPPORT GUIDE BOOK 2021』』のの作作成成 
● 全学部 1 学生に配布。学習支援センターの利用案内、大学で学ぶ上で役立つヒント等を紹介。 
● 留学生向けに、『SLA SUPPORT GUIDE BOOK 2021 for international students』を、オンラインガイ

ドブックとして作成中。 
  

  

1100））研研究究成成果果 

● 『東北大学高度教養教育・学生支援機構紀要』第 7 号（2021 年 3 月発行）への執筆 
 

① 縣拓充・中島啓貴・佐藤智子・芳賀満（2021）「学習支援センターにおけるオンライン

学習支援システムの構築―新型コロナウィルス感染拡大への対策として―」，『東北大学

高度教養教育・学生支援機構紀要』第 7 号，pp.109-121. 
 

 （要旨） 
 東北大学学習支援センター（SLA サポート）では，学部 3 年生以上の学生を SLA（Student 
Learning Adviser）として雇用し，理系科目の学習支援，ライティング支援，英会話の学習支

援，などを展開してきた． 
 2020 年度，新型コロナウィルスの影響で従来の形での学習支援事業の実施が困難となり，
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り，利用に対する心理的な敷居の高さとなった可能性が指摘できる．しかし，川内キャンパス

以外に所属する多くの高年次学生にとっては，オンラインによりアクセスが容易となり，利用

の増加に繋がった． 
 
 
② 西塚孝平・佐藤智子「学習支援としての哲学対話実践の可能性―哲学カフェ『かんがえ

るソファ』を事例に―」，『東北大学高度教養教育・学生支援機構紀要』第 7 号，pp.191-
204. 

 
 （要旨） 

 本稿は，東北大学学習支援センターで実践されている哲学カフェ「かんがえるソファ」を手

がかりに，学習支援の一環として実施される哲学対話の特質と意義を解明し，効果的なデザイ

ンを提案することを目的とする．前者では，哲学対話を専門的資本によってコミュニティを成

長させる場とみなしたうえで，参加者アンケートの分析を通じて，その特質を明らかにした．

そして，この特質を基に意義づけられた哲学対話実践は，大学生特有の「活動システム」の矛

盾を乗り越えていく拡張的学習として説明することができ，学習支援者は矛盾への自覚を参加

者に促し，矛盾の弁証を支援する担い手となることを指摘した．後者では，身近なテーマ，対

話に埋め込まれたアイスブレイク，共通と相違，抽象と具体を捉える対話の構造化，サブ・フ

ァシリテーターの配置による意見収集と要約，思考プロセスの型を想定しながらの円滑で丁寧

な進行，の 5 つを得た． 
 
 
③ 玉田優花子・伊藤愛莉・縣拓充「ライティング相談窓口利用者のレポート改善の傾向と

改善につながる支援方法―窓口利用前後のレポートの比較から―」，『東北大学高度教養

教育・学生支援機構紀要』第 7 号，pp.282-289. 
 
 （要旨） 

 本研究は，個別相談型のライティング支援窓口における支援内容に対する効果を検証し，よ

り効果的な支援方法を探るものである．具体的には，1）窓口では特にどのような点に着目した

支援が多いか，2）利用者はどのような指摘をよく反映させ，どのような点は反映させられない

傾向にあるか，3）どのような働きかけ時に利用者のレポートは改善されやすい・されにくいか，

という 3 つの点を検討した． 
 利用学生が相談窓口で支援を受けた時点のレポートと，最終的に提出されたレポートから，

支援内容および改善傾向について，量的・質的に分析した．その結果，特に頻繁に支援のなされ

ているカテゴリは，構成ならびに引用に関わるものであることや，引用に関わる指摘の改善度

は，相対的に低い傾向にあることが明らかになった．また効果的な支援方法として，修正すべ

きカテゴリを明確にして優先順位をつける，選択肢を複数提示する場合は対応中に方向性を決

定する，具体例を用いた説明と抽象的な説明の双方を行う，という 3 つが提案された． 
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【企画】様々な意見を聞けたので、自分の生活や考え方を見直すうえでとても参考になりました。普

段友人と会話する時は真面目に意見交換する、というわけにはいかないので、今回はとても良

い経験になりました。学び合うという活動を効果的にできたと思います。/  頭をフルに使っ

て自分の意見について深い議論ができたので、とても有意義で学びのある時間になりました！

/  留学生の方々と話せたことは良い機会でした！ 

 
 
88））SSLLAA 研研修修  

● 活動説明会・活動報告会の実施 
⬧ 前期（すべてオンライン開催） 

 4/16 新任 SLA 研修会 4/22 前期活動説明会 / 8/12 リフレクション会 
⬧ 後期 9/30 共通研修＆後期活動説明会（オンライン開催）10/1 新任 SLA 研修会（対面実施） 

 3/1 活動報告会（オンライン開催・予定） 
 

● SLA 共通研修（オンライン開催） 
⬧ 「留学生が間違えやすい日本語と学習支援」 

    ・講師：伊藤創先生（関西国際大学） 
    ・開催：計 4 回（12/22, 1/12, 1/26. 2/9） 各回 60 分（※実際には延長して 75~90 分程度実施） 
 
● 北海道大学ラーニングサポート室との合同研修 3 月 22 日（月）14:00～17:00 
⬧ 例年は東北大学（川内北キャンパス М棟）にて開催していたが、今年度は Zoom にて実施。オン

ラインでの理系科目の学習支援について、情報共有・意見交換を行う。 
❖ 参加：東北大 SLA（6 名）：物理２，数学２，化学２名／学部生４, Ｍ院生１, Ｄ院生１名 

   北大 TA（6 名）：物理１，数学３、化学２名／Ｍ院生２, Ｄ院生４名 
 
 
9））『『SLA SUPPORT GUIDE BOOK 2021』』のの作作成成 
● 全学部 1 学生に配布。学習支援センターの利用案内、大学で学ぶ上で役立つヒント等を紹介。 
● 留学生向けに、『SLA SUPPORT GUIDE BOOK 2021 for international students』を、オンラインガイ

ドブックとして作成中。 
  

  

1100））研研究究成成果果 

● 『東北大学高度教養教育・学生支援機構紀要』第 7 号（2021 年 3 月発行）への執筆 
 

① 縣拓充・中島啓貴・佐藤智子・芳賀満（2021）「学習支援センターにおけるオンライン

学習支援システムの構築―新型コロナウィルス感染拡大への対策として―」，『東北大学

高度教養教育・学生支援機構紀要』第 7 号，pp.109-121. 
 

 （要旨） 
 東北大学学習支援センター（SLA サポート）では，学部 3 年生以上の学生を SLA（Student 
Learning Adviser）として雇用し，理系科目の学習支援，ライティング支援，英会話の学習支

援，などを展開してきた． 
 2020 年度，新型コロナウィルスの影響で従来の形での学習支援事業の実施が困難となり，
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１ 活動説明会  

 

１．前期活動説明会：2020 年 4 月 22 日（水）10:30-12:00 
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３．研修実績報告 
 
 
 

 
 

■活動説明会 

活動説明会は、前期は 2020 年 4 月 22 日、後期は 2021 年 9 月 30 日に実施した。それぞれの活動

説明会では、今年度の重点目標として「１．Web 会議システムを活用した遠隔支援体制の構築・運

用」「２．オンラインによる学習企画や情報発信の企画と試行」「３．オンデマンド教材の開発」の 3
点を共有した。以上の 3 点はすべて、2020 年度当初より、新型コロナ・ウィルス感染拡大により、

すべての授業がオンラインとなり、一時期は学生が構内立ち入り禁止にすらなってしまった状況に

対処しながら、より効果的な学習支援をオンラインで実現するための体制構築と実践を目指したも

のである。 
 

■リフレクション会・活動報告会 

前期リフレクション会は 2020 年 8 月 12 日、後期活動報告会は 2021 年 3 月 1 日に実施した。リフ

レクション会や活動報告会の目的は、主に以下の 3 点である。第 1 に、活動説明会で全 SLA に共有

した重点目標に基づき、各セメスターの活動をふりかえり、そのふりかえりの内容を SLA 相互に共

有することである。第 2 に、ふりかえりに基づき、次期の活動に向けた成果と課題を整理する。第 3
に、通常の勤務の中では交流機会の少ない SLA 同士の交流の場とすることである。半期の SLA の

活動概要と利用者の傾向分析を共有し、各部会から活動報告を行った上で、活動の全体的なふりか

えりと SLA 相互の交流を行った。 
 

 
■北海道大学との合同研修の実施 

2020 年度は、3 月 22 日に、北海道大学ラーニングサポート室との合同研修をオンラインで実施し

た。SLA からは 6 名の学生（物理２，数学２，化学２名）が参加した。 
 

 
 
 

  

Summary  
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２．後期活動説明会：2020 年 9 月 30 日（水）15:00-17:00 
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２．後期活動説明会：2020 年 9 月 30 日（水）15:00-17:00 
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2020 年後期活動説明会 集合写真 
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２．後期活動報告会：2021 年 3 月 1 日（月）13:30-17:00 
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２ リフレクション会・活動報告会  

 

１．前期リフレクション会：2020 年 8 月 12 日（水）13:00-16:00 
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２．後期活動報告会：2021 年 3 月 1 日（月）13:30-17:00 
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２ リフレクション会・活動報告会  

 

１．前期リフレクション会：2020 年 8 月 12 日（水）13:00-16:00 
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  ●●セセンンタターーかかららのの総総括括 
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る人がいる一方で、どうしても日本人らしい配慮の示し方を要求し、そうしない非母語話者を

良く思わない人もいると思います。多くの人が前者の考えを持ってくれれば一番良いと思いま

すが、後者のように考える人がいるのも至極当然のことで、いけないことというよりも仕方の

ないことだと思います。そのような人の考えを変えるのは難しいため、学習者に配慮の仕方を

ある程度教えることはやはり必要なのかなと思いました。 
 

第 3 回 
 自動詞と他動詞についてとても興味深いお話をありがとうございました。よく留学生は「私の

母が～と言いました」のような表現をよく使い、なんとなく変だな～と思っていたのですが、

それは自他の違いだったのかと気づきました。SLA に来る留学生はかなり上級者の方が多く、

ただ聞いているだけでは何も指摘することがないことも多々あるので、こういった自動詞の使

い方について教えてみるのも一つの手だと思いました。 
 英語と日本語の視点の違いに着目したことが無かったこともあり、「神の視点」と「虫の視点」

の違い、非常に興味深く感じました。自動詞・他動詞について留学生が間違う原因がよく理解

できました。とても面白かったです。ありがとうございました。 
 自動詞と他動詞の使い分けが、言語的な物の認識論につながっていることがわかり、非常に興

味深かった。特に、自分自身が自然な日本語に直せなかったとき（もっと勉強しようと思いま

すいた）、いかに自分が無意識のうちにその選択を行なっているかを再認識させられ、外国語話

者にとっては非常に習得が難しいのだと感じた。また、川端康成の文章の訳によって、あそこ

までイメージが変わってしまうことは、言語の限界を感じ、少し寂しいようにも思った。 
 
第 4 回 
 主語/主題優先の話を伺って、知らず知らずのうちに、英語で学んだ主語優先の文法（こちらの

方を「言語」として重点的に学んだので）を一般化して言語の構造を考えていたなあと感じま

した。よく「言語が違うと思考が違う」のようなニュアンスの言葉を聞きますが、これだけ多様

な言語それぞれに、このように根本的な部分の違いがあるとしたら、確かにモノを見たときの

捉え方も大きく異なってくるんだろうなと実感しました。 
 「主語」と「主題」という観点からの言語的な構造の違いや、日本の会話の中における主題の重

要性について非常によく理解することができた。特に、共感度の高さによって主題を決定する

というお話は、和を重んじるという日本の文化的な側面にもよく当てはまっているなあと思い、

個人的にとてもしっくりきた。また、後半の質問の中でも、ている・てきたの違いや時制の間違

いへのアプローチをしっかり学べたので、ぜひ今後日本語セッションに活かしていきたいと思

う。 
 研修をのおかげで、「中国語話者の文章がどうしてこうなるのか？」「間違ってはいないけど違

和感を感じるのはなぜ？」という疑問がすっきりしました。特にレポートを見ているとき私が

良くする問いかけは「どうしてこの文は受け身にしたのかな？」「この文の主語はなにかな？（今

思えば主題のことかもしれません）」「この助詞に対してこの動詞の形でよいかな？」というも

のだったので、研修を受けて、そういう理由があったのか！と腑に落ちました。 
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３ SLA 共通研修「留学⽣が間違えやすい⽇本語と学習⽀援」 
 
（１）主旨・概要 

近年、当センターでは留学生を対象とした日本語学習支援の体制整備を進め、支援を質的にも量

的にも拡充すべく取り組んできた。おおよそ体制整備が整ってきたが、日本語学習支援に従事する

SLA も教職員も「外国語」として日本語を習得していないため、留学生が日本学習の過程でつまず

きやすいポイントや、それに対して、母語話者の立場からどのように学習支援をすればよいのか明

確な方向性が見いだせずにいた。そこで、日本語や日本語教育を専門とする研究者を講師として招

き、日本語を外国語として学ぶ学習者に対する学習支援の理念や方法について講義いただくことと

した。 
概要としては、留学生の日本語習得において難しい側面の 1 つとして「機能表現」があること、

その要因としては「機能表現」には外在的な現象をどう認知的に切り取るかが顕著に現れ、それが

言語によって異なることなどを説明いただいた。日本語として適切な表現と、「日本人らしい」表現

とは異なるという考え方の下では、外国語として日本語を学ぶ学習者は、必ずしも「日本人らしさ」

を目指す必要はないということであった。成果として、学習者自身の文化的背景や学習状況に応じ

た学習支援の考え方を学び、SLA サポート支援における日本語学習支援の方向性を見定めることが

できた。 
 
（２）講師 
 伊藤創 先生  関西国際大学国際コミュニケーション学部 准教授（研修当時） 
         専門分野：日本語学・日本語教育 
 
（２）開催日時・場所 
・開催日： 
  第 1 回 2020 年 12 月 22 日（火）  
  第 2 回 2021 年 1 月 12 日（火）  
  第 3 回 2021 年 1 月 26 日（火）  
  第 4 回 2021 年 2 月 9 日（火） 
・開催時間：各回 18:00～19:00  
・実施方法：オンライン（Zoom を使用）  
 
（３）参加者の感想（一部） 
第 2 回 
 「日本語らしい日本語」と「日本人らしい

日本語」という 2 つの対比はとても分か

りやすかったです。 
 日本語母語話者の日本語を強要してはいけない、というお話がありましたが、たしかに「間違

っている表現」と「日本語母語話者は使わない表現」は全然違うものだと思いました。留学生に

フィードバックするとき、この違いについて明確にする必要があると思いました。 
 今日の若干抽象的な話は、素朴に「こうだよな」と思っていたことが説明されたという感じの

内容でした。（中略）自分としては、実践の中で留学生と折り合いをつけつつ、その上で自分た

ちの実践をしっかりと振り返って次につなげるしかないのではないか、と思いながら聞いてい

ました。 
 大変興味深く拝聴しました。質問させていただいた通り、個人的には「配慮」について考える機

会となりました。（中略）教育者をはじめとして「日本人らしさを目標とすべきでない」と考え
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すが、後者のように考える人がいるのも至極当然のことで、いけないことというよりも仕方の

ないことだと思います。そのような人の考えを変えるのは難しいため、学習者に配慮の仕方を

ある程度教えることはやはり必要なのかなと思いました。 
 

第 3 回 
 自動詞と他動詞についてとても興味深いお話をありがとうございました。よく留学生は「私の
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できました。とても面白かったです。ありがとうございました。 
 自動詞と他動詞の使い分けが、言語的な物の認識論につながっていることがわかり、非常に興
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第 4 回 
 主語/主題優先の話を伺って、知らず知らずのうちに、英語で学んだ主語優先の文法（こちらの
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した。よく「言語が違うと思考が違う」のようなニュアンスの言葉を聞きますが、これだけ多様
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というお話は、和を重んじるという日本の文化的な側面にもよく当てはまっているなあと思い、

個人的にとてもしっくりきた。また、後半の質問の中でも、ている・てきたの違いや時制の間違

いへのアプローチをしっかり学べたので、ぜひ今後日本語セッションに活かしていきたいと思

う。 
 研修をのおかげで、「中国語話者の文章がどうしてこうなるのか？」「間違ってはいないけど違

和感を感じるのはなぜ？」という疑問がすっきりしました。特にレポートを見ているとき私が

良くする問いかけは「どうしてこの文は受け身にしたのかな？」「この文の主語はなにかな？（今

思えば主題のことかもしれません）」「この助詞に対してこの動詞の形でよいかな？」というも

のだったので、研修を受けて、そういう理由があったのか！と腑に落ちました。 
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３ SLA 共通研修「留学⽣が間違えやすい⽇本語と学習⽀援」 
 
（１）主旨・概要 

近年、当センターでは留学生を対象とした日本語学習支援の体制整備を進め、支援を質的にも量

的にも拡充すべく取り組んできた。おおよそ体制整備が整ってきたが、日本語学習支援に従事する

SLA も教職員も「外国語」として日本語を習得していないため、留学生が日本学習の過程でつまず

きやすいポイントや、それに対して、母語話者の立場からどのように学習支援をすればよいのか明

確な方向性が見いだせずにいた。そこで、日本語や日本語教育を専門とする研究者を講師として招

き、日本語を外国語として学ぶ学習者に対する学習支援の理念や方法について講義いただくことと

した。 
概要としては、留学生の日本語習得において難しい側面の 1 つとして「機能表現」があること、

その要因としては「機能表現」には外在的な現象をどう認知的に切り取るかが顕著に現れ、それが

言語によって異なることなどを説明いただいた。日本語として適切な表現と、「日本人らしい」表現

とは異なるという考え方の下では、外国語として日本語を学ぶ学習者は、必ずしも「日本人らしさ」

を目指す必要はないということであった。成果として、学習者自身の文化的背景や学習状況に応じ

た学習支援の考え方を学び、SLA サポート支援における日本語学習支援の方向性を見定めることが

できた。 
 
（２）講師 
 伊藤創 先生  関西国際大学国際コミュニケーション学部 准教授（研修当時） 
         専門分野：日本語学・日本語教育 
 
（２）開催日時・場所 
・開催日： 
  第 1 回 2020 年 12 月 22 日（火）  
  第 2 回 2021 年 1 月 12 日（火）  
  第 3 回 2021 年 1 月 26 日（火）  
  第 4 回 2021 年 2 月 9 日（火） 
・開催時間：各回 18:00～19:00  
・実施方法：オンライン（Zoom を使用）  
 
（３）参加者の感想（一部） 
第 2 回 
 「日本語らしい日本語」と「日本人らしい

日本語」という 2 つの対比はとても分か

りやすかったです。 
 日本語母語話者の日本語を強要してはいけない、というお話がありましたが、たしかに「間違

っている表現」と「日本語母語話者は使わない表現」は全然違うものだと思いました。留学生に

フィードバックするとき、この違いについて明確にする必要があると思いました。 
 今日の若干抽象的な話は、素朴に「こうだよな」と思っていたことが説明されたという感じの

内容でした。（中略）自分としては、実践の中で留学生と折り合いをつけつつ、その上で自分た

ちの実践をしっかりと振り返って次につなげるしかないのではないか、と思いながら聞いてい

ました。 
 大変興味深く拝聴しました。質問させていただいた通り、個人的には「配慮」について考える機

会となりました。（中略）教育者をはじめとして「日本人らしさを目標とすべきでない」と考え
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交流を行った。 
 
【第一部】 各大学から運営方針および今年度の活動内容について報告 
 目標における【自己理解の深化】の達成のため、学生主体での今年度の活動内容についての報告

を行った。特に今年度は両大学が対面対応からオンライン対応への変更を迫られたため、オンライ

ン対応の方法や困難等について共有した。また、各大学の組織の特性についての説明についても行

った。 
【第二部】 今年度の活動内容に関しての意見交換および相互交流 
 第一部における両大学の報告を踏まえ、質疑応答および意見交換を行った。オンライン形式での

理系対応の要領や、今年度の学部一年生の現状を考慮した情報発信のありかた等について議論がな

された。 
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4  北海道⼤学との合同研修の実施 
 
（１）概要 
 今年度は北海道大学との合同研修をオンラインにて実施した。合同研修の活動概要は次表の通り

である。 
 
＜2020 年度他大学合同研修開催要項＞ 

企画名 2020 年度 学習支援スタッフ合同研修会 
企画運営 東北大学 学習支援センター／北海道大学 ラーニングサポート室 

趣旨 

大学生に対する学習支援を担うセンター間の交流と情報交換、そして研修の合同実施等

を通して、相互の組織運営体制や学習支援事業改善につなげる。特に、学習支援スタッ

フとして活動している学生同士を交流させることにより、自らを客観的に見つめ、これ

までの活動をふり返る機会や場としつつ、学習支援者としてのさらなる能力向上やスキ

ルアップを図る。今年度は両センターでオンライン対応を開始したため、対応のオンラ

イン化に係る課題や工夫等について情報共有および意見交換を行った。 
場所 Zoom ミーティングルーム 

事前準備 各大学の概要等情報共有など 
日程 2021 年 3 月 22 日（月） 

参加者 

■東北大学 
教職員：縣拓充、中島啓貴、堀越徳子 
SLA：6 名 
① 鈴木 善久 理学 B4 物理（SLA 歴：1 年） 
② 安田 陸人 理学 B4 物理（SLA 歴：1 年） 
③ 木村 藍貴 理学 D1 数学（SLA 歴：2 年） 
④ 佐藤 俊  情報 M1 数学（SLA 歴：3 年） 
⑤ 三上 翠跳 理学 B3 化学（SLA 歴：1 年） 
⑥ 千葉  湧太 教育 B3 化学（SLA 歴 1 年） 

 
■北海道大学 高等教育推進機構高等教育研修センター ラーニングサポート室 
教職員：須田 裕介  LSO 特定専門職員  

佐々木 伸  LSO 特定専門職員  
TA：6 名 

スケジュ

ール 

14:00～15:00 趣旨説明、自己紹介、アイスブレイクなど 
15:00～16:00 【第一部】両大学からの取組概要説明 
16:00～17:00 【第二部】意見交換会 

 
 
（２）目標 

1. 【自己理解の深化】活動報告(アウトプット行為)によって自身の活動の自覚化・相対化を促進

する。 

2. 【具体的改善策の知見の獲得】他機関の活動を知ることを通して、自身の活動の固定概念を砕

くと共に、活動改善のヒントや今後の新たな活動を考えるヒントを得る。 

3. 【モチベーション向上】実際に他大学で類似の目的の下で活動している「人（学生）」との出会

い・交流を通して、活動の関心・意欲の向上につなげる。 

 
（３）構成 
 今回の合同研修では、第一部として両大学での今年度の取り組みの報告を行い、第二部にて意見
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分からない。今年度の企画部会は「かんがえるソファ」という哲学カフェ企画の運営を行ってきた

が、この企画の目指すところが分からない。振り返りのミーティングでは「（参加者の）思考の深ま

り」という言葉が多用されたが、何をもって思考が深まったとしているのかということが不明瞭で

あったし、時折、この点についての認識のズレがミーティングを混乱させているように見受けられ

る場面もあった。また「哲学的」という言葉もよく用いられたが、その意味する事柄も明らかではな

い（そもそも、今年度の企画 SLA に哲学を専門とする人間はいない）。私見では、かんがえるソファ

は「哲学」カフェではない。あくまで「かんがえる」場だろうと思う。そして、それでよいだろうと

思われる。不用意に、定義不明な素人哲学を掲げ重視する必要性は無いのではないか。 
 企画主旨が不明瞭であることは様々な実害をもたらす。第一に、活動結果の評価ができない。目

標が不明瞭なのだから当然である。評価基準無くして、活動結果の評価など出来るわけがない。第

二に、ミーティングの時間を必要以上に消費する。各 SLA がそれぞれに「かんがえるソファ」に対

する（いくぶん不明瞭な）イメージを持って会議に臨むため、相互の言葉選びや想像している状況

に齟齬が生じる。したがって、相互理解のために必要となるコストが不必要に増える。こうした時

間浪費は、他の事項の検討を行う時間を奪い、企画部会の活動を停滞させる。 
 言語化された目標設定の不在はミーティングの迷走も促す。「今、何を検討すべきか」が共有され

ていないために、誰かしらが口にしたアイディアが無条件に採用され山積みになっていくような場

面が多々あった。ブレインストーミングは良いにしても、それは浮かんだアイディアを後から比較

検討するためであって、すべて飲み込むものではない。しかし、比較検討の番は来ない。アイディア

を検討するための「物差し」がないのである。 
 
３．「習うより慣れろ」ではなぜいけないのか 
 こうした「言語化の欠如」も、故無しというわけではない。むしろ、合理的といい得る側面も

ある。（後述するように）企画部会は学習者に新しい学習像を提示したり、新たな学びの機会を

創出することに主眼を置いている側面がある。また、主として文系支援を意図して設立された

という背景も影響しているだろう。（いわゆる）理系学問と比べて、文系学問は方法論として許

される範囲が広い傾向にある。こうした企画部会の位置づけは、活動目標や内容を固定化する

こととはそぐわない。新たなものを生み出すにあたって、言語化された≒固定化された活動目

標は足枷となる危険性をはらむ。こうした考えのもとに「習うより慣れろ」の精神で新人 SLA を

教育し、活動を続けていこうという方針を（自覚的であるにせよ、そうでないにせよ）採用する

ことは理解できないわけではない。 

 しかし、それは言語化された活動目標を静的に捉えた場合にのみ生じる危惧である。言語化

された内容をあくまで「暫定的な目標」と捉え、活動の中で活動目標を見返し、修正・精密化を

施していく。そうした動的過程を意図するならば、むしろ言語化は重要な手続きであるはずだ

ろう。なぜならば、SLA 間に「明示的に共有された（暫定的な）活動目標」がなければ、それに

ついて同じ土俵で議論をすることはできないからである。異なる SLA が、共通の物差しの中で

活動を振り返るためには、言語化された活動目標が不可欠である。そして、これは物差し自体

の妥当性を疑うという営みを決して否定しない。こうした動的過程は（文理を越えた）学問一

般によく見られる手続きであるし、かんがえるソファの参加者が経験する（してほしい）思考

過程でもある。そうした手続きを企画 SLA 自身が避けるべき理由はない。 

 

４．企画部会をより良く企画するために 
 ここまで、思いつくままに企画部会が抱えていると思われる問題を指摘してきた。その根幹

に「言語化」の軽視があることは恐らく間違いない。であるならば、企画部会の行く先につい

て、何かしら参考になりそうな事柄をここに言語化して書き残すことが筋だろう。 

 そこで、企画部会が何を目的とした部会なのかという点について言語化を試みてみよう。こ

れには、過去に学習支援センターから出た発行物内の記述が参考になる。まず、佐藤(2016)の
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企画部会を企画する：2017 年度「企画部会活動報告」続貂 

 
文学部英語学専修 4 年 

SLA 企画担当 坂本 瑞生 
 

１．はじめに 
 「[...]様々な活動をやっていくなかで[...]これらの活動の目的を定義しきれていなことに気付き始

めていた。また、企画のそれぞれが発案者を中心として人に依存した運営がなされており、運営方

法や企画のねらいなどについて言葉に落とし込み切れていないところがあった。SLA は平均１, 2 年

で入れ替わりがあるので、そのたびに企画の目的意識を新メンバーに共有していく必要が出てきて

しまう。」(槙田 2018: 85) 
 
 この文章を読んだとき、興奮とやるせなさが同時に押し寄せてきたことを覚えている。私自身の

思いを代弁するかのような記述を見つけた喜びと、「この当時から、企画部会はどれほど進展をして

きたのだろうか」という疑念のためである。 
 これは、2017 年度の学習支援センター年報に掲載された、当時の企画部会活動報告の冒頭である。

そこでは、当時の企画 SLA が企画部会に対して抱いていた危惧と、それに対してとった当時の対応

の成果がまとめられている。この文章を読んで私が我が意を得たりと感じたと言うことは、決して

喜ばしいことではない。むしろ、この当時の課題が今も残っている、あるいは甦ってしまったこと

を意味している。SLA を去る前に、私自身が感じた企画部会の課題と今後進むべき道の１つ（の可

能性）を書き残しておくことを最後の仕事と思い、筆に代わりノートパソコンに向き合う次第であ

る。 
 
２．企画部会への不満／課題 
 企画部会の活動は学ぶところが多く、実りのある良い時間を過ごさせてもらった。特にファシリ

テーションの経験は、その後、自分自身の専門の勉強会を主宰・参加するときに大いに役立った。そ

の一方で、正直に言って、企画 SLA の活動に対しては不満を抱き続けてもきた。その不満は「言語

化の欠如」の一点に集約される。 
 例を挙げよう。（今年度の）企画 SLA は月単位で活動の詳細について会議をした。したがって、1
か月単位で活動のルーティーンが生じる。月末に翌月に向けた会議。シフト＝企画開催日の決定。

シフト表の記入。企画の広報。企画運営（勤務）。事後の振り返り。勤務報告の提出。ブログでの活

動報告。そして月末の会議で活動の振り返りと翌月の活動に向けたミーティング。特に企画部会は

不規則なスケジュールで活動するため、この一連のルーティーンをうまく理解して活動しなければ、

自分自身の to do リストを把握することさえままならない。しかし、内部の活動は習うより慣れろの

空気がある。私個人の能力不足も相まって、企画部会の月単位の動きを把握するのにはじめの 2 か

月ほどを要した。 
 事務的な面は比較的容易に改善が望めるだろう（今書き残した記録だけでも十分に改善に資する

と思われる）。しかし、企画運営の実質的部分においてはそうもいかない。まず、企画の運営主旨が
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いる姿を何度も見てきた。 

 また、人文系の学問は方法論も研究対象も多様であり、「共通の土台のもとに（学問的に）議

論する」ことが難しい場合がある。これは、文学部で 4 年間を過ごしての率直な感想である。

「この線を越えたら学問的にはトンデモになってしまう」という線引きは確かに存在するのだ

が、それらの多くは学者の間で身体知化/暗黙知化されており、分野ごとに境界の引き方も違う。

だからこそ、分野の差があまり生じないような基本的な思考能力（論理的思考、多角的な視座、

抽象のハシゴの上り下り、言葉の定義の確認、隠れた前提の自覚など）を鍛えることが確固た

る土台を提供してくれる。現在の企画部会の活動は、こうした力を養えるような機会を創出し

ている。（そして、その質を高めていく試みは、企画部会の活動にとって重要なものであること

は間違いない。） 

 SLA の立場としても、ファシリテーションの経験を積むことができるのは非常に学びになる。

SLA の活動経験は、今後私自身が更に学びの機会を捜し求め、また時には自ら創出していく上で

大きな支えになってくれるだろう。 

 このように、企画 SLA は絶対に必要な存在であり、その存在意義は疑いようがない。しかし、

その意義を当の企画 SLA 自身が自覚し、言語化し、実践して周囲に示していくことができない

限り、企画部会の価値には疑念の影が差してしまう。  

 このような意識のもとで、企画 SLA として活動してきたこの１年、私が自らに課した課題は

「企画部会運営に関わる諸概念・課題を言語化する」ことだった。その（幾分未熟な）総決算が

本稿である。企画 SLA の活動がより充実したものになること、この記事が微力ながらその助け

となること、そして、将来の企画 SLA がこの文章を読み、私が経験したのと同じ興奮とやるせ

なさの二律背反を感じる日が来ないことを願ってやまない。 
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記述を検討しよう。内容の要点をまとめると、企画部会の設立当初に意図されていた企画部会

のミッションは以下のようにまとめられよう。 

 

  (a)授業外・授業以外の学習機会の創出 

  (b)文系学生支援の拡充 

  (c)学部を越えた学生間の交流促進 

  (d)教養教育の意義の伝達・意識づけ 

 

加えて、足立(2018)には、次のような記述が見られる。「[企画発信型支援]は、質問を待つ形で

はなく、こちらから学習（支援）の機会を提供する大小さまざまな企画提案型の支援形態で、ニ

ーズ創出型の支援です。」(足立 2018: 6)。「最も新しい領域は企画担当です。これは、学習イベ

ント等を実施し授業の枠にとらわれない『学びを創る』支援を行うものです。」（ibid.: 8）。こ

れらの記述からキーワードを抜き出すとするならば、以下のものが特に重要だろう。 

 

  (e)ニーズ創出型／「学びを創る」 

 

これらのキーワードを得ることで、例えば次のような事柄が疑問として生じてくるはずである。 

 

  (Q-1)授業内の学びの実態はどのようなものか。そこで得られない「授業外の学び」とは何

を意図しているのか。 

  (Q-2)「文系学生」の学習実態はどのようなものか。なぜ支援が必要なのか。文系支援が踏

まえておくべき、文系学問の特質はどのようなものか。 

  (Q-3)専門教育とは異なる、教養教育の特性や意義とはどのようなものか。 

  (Q-4)学習支援における、学習者の「ニーズ」とは何か。それはどのようにして理解し得る

か。ニーズを「創出」するとはどのような行為か。 

 

これらの問いに向き合い、不完全ながら言語化を試み、その言語化を常に批判的に再検討する

ことで修正・精密化を施す。そのサイクル無くして企画部会の活動を「より良く企画する」こと

はできないのではないだろうか。 

 
５．企画部会の意義 
 ここまで、企画部会が現状抱えている（と思われる）課題として「言語化」を指摘してきた。

そして、特に活動目標の言語化に問題の焦点を当て、過去の刊行物の記述を参照しながら今後

の企画部会が考えていくべき課題の一例を言語化した。いくぶん容赦のない書きぶりになって

しまったかもしれない。けれど、それは決して企画部会憎しという思いに起因するわけではな

い。そのことを最後に断っておきたい。 

 そもそも、企画部会が抱えている課題の根は、部会の文化と構造にある。それは決して属人

的なものではない。言語化を試みる機会をいかに作ることができるか、それをいかに（個人で

はなく）組織のレベルで浸透させていけるのかということが問題なのである。そして、言語化

という文化を浸透させ、改善を試みる労力を払うだけの価値と意義が、企画部会にはある。 

 企画部会の提供する企画は、その運営の仕方１つで様々な可能性を秘めている。学部生同士

がつながる機会としては、サークル活動などがすぐに思い浮かぶかもしれない。けれど「学び

を意図したつながり」となると、途端に機会がないことに気づく。全学の授業も基本的には学

部ごとに区分されていることが多いため、学部を越えて学びの輪を広げることは思った以上に

骨が折れる。企画部会が提供する学習イベントは、こうした状況に改善の道を示すものだろう。

実際、今年度の「かんがえるソファ」の運営で、様々な所属の学生が同じ学びの空間を共有して
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いる姿を何度も見てきた。 
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なさの二律背反を感じる日が来ないことを願ってやまない。 
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▲5）かんがえるソファ 10 月    ▲6）かんがえるソファ 11 月  

 

 

▲7）かんがえるソファ 12 月      
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資料︓2020年度発⾏ポスター 

  

▲1）後期利用案内       ▲2）SLA 体験 Week2020 

  

▲3）かんがえるソファ 6 月     ▲4）かんがえるソファ 7 月 

資料：2020年度発行ポスター
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＝編集後記＝ 

 

『学習支援センター（SLA サポート）年次活動報告書』第 7 号を刊行することができました

ことを、関係者の皆様にお礼申し上げます。 

2020 年度は、新型コロナウィルス感染症拡大により、あらゆる状況・あらゆる場面で変化

を迫られる時間を過ごすこととなりました。対面接触を厳しく制限される中で、当センター

の学習支援活動においても、オンライン支援の体制整備と質の向上に注力した一年でした。 

2020 年は、私たちの日常生活の中にあった「当たり前」が、大きく根底から覆された一年

だったのではないでしょうか。2019 年度まで積み上げてきた対面での学習支援のあり方を、

前提から問い直す契機になったと言えます。相談窓口を開設し 1 対 1 で丁寧に学生の学習相

談に応じていく形を、どのようにオンラインで実現するのか。センター教職員と SLA が共に

頭を悩ませ、協働してアイディアを絞り、試行錯誤を重ねながら活動した、挑戦の一年とも

なりました。 

言うまでもなく、オンラインでの学習支援に初めて取り組んだという状況下で、十分な成

果を上げたとは言い難いかもしれません。ですが、日常生活を大きく制約された中でも、当

センターの目指す「ともそだち」の理念を見失うことなく、SLA たちそれぞれが主体性とチー

ム力を発揮しながら、一年間を滞りなく活動できたと自負しています。 

2020 年度当初は、感染拡大期を耐え忍ぶ一過的な措置として受け止めていた「オンライ

ン」という手段ですが、予期せぬ成果として、対面では利用できない、あるいは利用しづら

い学生からのアクセスが増え、利用者の裾野を広げることができたという面もありました。

感染拡大期における一時的な措置ではなく、オンラインを活用した学習支援が 1 つのオプシ

ョンとして定着していくという確信を得たところでもあります。今後は、学生の状況や目的

に応じてより適切な方法を選択し、あるいは組み合わせながら、幅広い層に多様な学習支援

を届けていけるような活動展開の可能性も見えてきました。 

末筆となりましたが、2020 年度も、学内外の多くの皆様に支えられ、かつて経験した事の

ないほどに苦難と不安の蔓延した状況の中でも、SLA サポート活動を進めることができまし

た。最後に、前例もなく何が正解かも分からない環境にあって、共にセンターの活動を支え

てくれた SLA の皆さんに、感謝と労いの言葉を伝えたいと思います。本当にありがとうござ

いました。 

（佐藤 智子） 
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